
圧電素子について圧電素子について

圧電素子（あつでんそし）：

内部にある圧電体に加えられた力を
電圧に変換する、もしくは反対に加え
られた電圧を力に変換する、圧電効
果を利用した素子のことを言います。

圧電体を２枚の薄い金属板（電極）で
張り合わせた簡単な構造になってい
ます。

圧電効果（あつでんこうか）：

圧力（力）を加えると、圧力に比例した
分極（表面電荷）が現れる現象のこと
をいいます。

用途として、電子ブザーや、マイクで
声の振動を電気的信号に変換する機
構や、ライターの着火機構など、身近
なところで用いられています。

プロジェクトＡ：

圧電素子を用いた発電パネルの製作圧電素子を用いた発電パネルの製作
当プロジェクトでは、人が歩く時に発生する振動エネルギーを電力に変換で
きないかと考え、 圧電素子を用いた発電パネルを製作しました。

ベンチャー企業ベンチャー企業 音力発電音力発電

圧電素子を用いた発電についての開
発を実際に行っている、慶応義塾大
学発ベンチャー企業「音力発電」につ
いて紹介します。

この企業では、新エネルギー技術開
発として、「発電床」の開発を行ってい
ます。

今までに数回、東京駅の自動改札機
の床に実際に発電床を設置し、乗客
が床を踏んで発電した電力を自動改
札機に供給するという実験も行ってい
ます。

発電床のスペックは、2008年現在で

、体重６０ｋｇの人が１秒間に２歩踏ん
で ０.１～０.３Ｗの発電が可能な段階

に進んでいます。

今回制作したパネル今回制作したパネル

音力発電では、より振動が長く続く
構造を作り、発電効率を上げています
。同じ力を加えても、素材が違うと振
動の具合が変わってくるのです。例え
ば、紙のノートを弾いてもあまり振動し
ませんが、プラスチック製の下敷きを
弾くと、少しの間振動し続けます。

私たちはそこにヒントを得たことと、
圧電素子が“たわむ”ことによってより

電圧が出る点に着目し、構造を考え
ました。

以下に、今回制作したパネルの図を
示します。

まず第５層は皆さんから見えている
一番上の層になります。

第４層と第２層にはそれぞれ４つずつ圧
電素子がつけられており、２つ重ねたよ
うな構造になっています、その間に細長
い板を挟んだ第３層がありますが、これ
は第２・３層の圧電素子をたわませるた
めに挟んでいます。

第１層では整流素子（ブリッジダイオー
ド）を格納しています。素子には圧力が
かからないように角材を取り付けて空
間を作っています。
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圧電素子と整流素子以外は、
ホームセンターで売っている木や
シートを使って作っています。ま
た、圧電素子は圧電ブザーを大
量に買い、ひとつひとつ中身を取
り出して作りました。

実験では、体重６０kgの人が１
秒間に２歩歩いて、0.6 mＷの発

電量を得ることができました。

８個１組のユニットとして作った
ので、床だけでなく、アイデア次
第で様々な使い方ができると考
えています。
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